
 

 

令和７年の宗谷管内でのサイレージ用とうもろこしの作付面積は 414ha でした（作況数値より）。ここ数

年は 400ha前後で推移していますが、自給飼料の確保や収穫作業の分散化に向け、次年度から新たにサイレ

ージ用とうもろこしを作付けしようという農場も出てきています。 

今年度の作況調査結果より、気象経過およびサイレージ用とうもろこしの生育・収量についてまとめ

ました。次年度の参考にしてください。 

 

１ 令和 7 年度の気象経過 
  

 

 

 

令和７年度は、６月中旬ごろから９月にかけて気温が平年を上回りました。特に６月～７月は最高気

温が 30℃を超える日もみられました。この期間の降水量は少なく、干ばつ傾向でした。 

一方、８月の降水量は平年に比べて非常に多く、８月１か月間の降水量は、豊富町で平年のおよそ４

倍、浜頓別町でおよそ３倍でした。日降水量では 100mm／日を超える日もみられるなど集中的に降雨があ

り、なかなか雨水が引かないほ場などがありました。 

 

２ サイレージ用とうもろこしの生育・収量結果 
 

（１）は種状況（宗谷管内） 
 は種作業はおおむね順調に進みました（表１）。遅霜の影響は少なく、出芽も良好でした（写真１）。 

ほ場によっては、カラスによる出芽株の引き抜きや 

エゾシカによる食害が見られました。また出芽が均一 

でないほ場もあり、は種深度のばらつきが考えられま 

した（写真２）。 

 

 

 

 は種始め は種期 は種終 出芽期 

R7年度 ５月２３日 ５月２８日 ６月３日 ６月７日 

令和７年度の気象経過とサイレージ用とうもろこしの生育 

写真 1 出芽の様子（6/15） 

図 2 浜頓別町の気象経過（気温、降水量） 図１ 豊富町の気象経過（気温、降水量） 

※R7年度の数値は、宗谷管内調査結果を加重平均したもの 
写真２ は種深度の不均   

    一による欠株 

表１ は種状況（８５日タイプ） 



 

（２）生育・登熟状況（宗谷管内） 
 生育状況は、表２のとおりです。高温気象により登熟は進みました。 

８月の集中降雨により滞水したほ場では生育停滞もみられ、地域間で差がみ

られました。 

 

 

 
  

（３）収量 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生収量は平年に比べて少なく（平年比 81％）、一方、乾物収量はそこまでの減収とはなりませんでした。

（平年比 94％）。これは、乾物率が 36％程度と高かったことが影響していると考えられます。推定 TDN収

量も乾物収量と同様の傾向でした。 

 

収穫作業は、９月 20日前後に降雨もありましたがほぼ

順調に進みました。登熟が早く進んだことから、コーンク

ラッシャーを活用したところもみられます。 

 ほ場によっては、エゾシカやヒグマによる食害によ

り著しい減収となったところもありました（写真３）。 

ほ場や地域で状況が異なるため、粗飼料分析により

栄養価を把握し、飼料設計に活かしまょう。 

  

３ 良質な自給飼料の確保に向けて 

＜ほ場管理のポイント＞ 

① は種床のていねいな整地、は種機の整備によりとうもろこしの均一な出芽を目指す  

② エゾシカ等野生動物による被害軽減のための電気柵設置を検討する 

③ 状況に応じて、適切な除草剤を使用する 

④ ほ場内滞水箇所の改善を検討する 

特に今年度は、干ばつや集中豪雨などの極端な気象が目立ちまし

た。今年の気象や今後の気候変動をふまえると、明渠、暗渠整備を

はじめとした排水対策が必須と考えられます。 

自給飼料確保のため、優先すべきほ場から排水対策を検討しまし

ょう。 

 

＜参考：牧草地における排水対策＞ 

ホームページに掲載されているほ場の排水対策（補助暗渠等の施

工）についてお知らせします。右図のコードからご覧ください。 

 雄穂抽出期 絹糸抽出期 乳熟期 糊熟期 黄熟期 

R7年度 ７月３１日 ８月２日 ８月２２日 ９月４日 ９月 17日 

 
生収量 

 
乾物収量 

  
推定 TDN収量 

 うち雌穂重 うち雌穂重 雌補割合 

R7年度 4,231 1,256 1,344 ６５０ ４８％ ９５６ 

（平年） 5,217 1,428 1,436 ６８９ ４８％ 1,020 

平年比 ８１％ ８８％ ９４％ ９４％ １００％ ９４％ 

写真３ 調査ほ場の様子(7/1) 

表２ 生育状況（８５日タイプ） 

作成：宗谷農業改良普及センター（令和 8 年 1 月） 

※R7年度の数値は、宗谷管内全域の加重平均値 

平年は、過去７年の豊凶年を除く５か年の加重平均値（宗谷管内） 

表３ 生収量および乾物収量（露地栽培）  （kg/10a、％） 

※R7年度の数値は、宗谷管内調査結果を加重平均したもの 

写真４ 野生動物により食害を受けたとうもろこしほ場 

（左：ヒグマ、右：エゾシカ） 

ほ場の排水対策 

（カットドレーン編） 牧草地の排水対策 


